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暑
い
夏
が
続
き
ま
す
が
、
市
民

の
皆
様
に
は
体
調
管
理
に
は
、
く

れ
ぐ
れ
も
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
先
日
、
冬
柴
国
土
交
通
大

臣
と
「
兵
庫
県
市
長
・
町
長
要
望

懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

七
名
の
市
長
代
表
の
一
人
に
私
も

選
ば
れ
、
淡
路
地
域
か
ら
二
点
の

要
望
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
前
向

き
な
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
署
名
等
皆
様
方
に

ご
尽
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
神
戸

淡
路
鳴
門
自
動
車
道
通
行
料
金
の

低
減
化
で
す
。
観
光
、
農
漁
業
・

瓦
等
地
域
特
産
品
の
物
流
、
企
業

誘
致
や
定
住
な
ど
へ
の
対
応
と
し

て
非
常
に
重
要
な
要
望
で
あ
り
、

何
と
し
て
も
実
現
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

冬
柴
大
臣
か
ら
は
、「
地
元
の

協
力
も
必
要
で
あ
る
が
、
現
状
の

軽
減
措
置
の
結
果
も
踏
ま
え
つ

つ
、
物
流
の
効
率
化
の
観
点
か
ら

料
金
社
会
実
験
を
検
討
し
、
夏
ご

ろ
か
ら
実
験
を
開
始
す
る
予
定
」

と
の
お
答
え
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
だ
ま
だ
恒
久
的
な
低
減
化
実

現
ま
で
に
は
課
題
が
多
く
、
今
後

も
島
民
・
市
民
が
団
結
し
、
よ
り

一
層
の
魅
力
づ
く
り
や
ふ
る
さ
と

の
高
付
加
価
値
化
を
進
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

二
つ
目
は
、
津
波
・
高
潮
対
策

で
す
。
福
良
地
区
を
対
象
に
国
土

交
通
省
、
県
が
中
心
と
な
っ
て
進

め
て
お
り
ま
す
福
良
港
津
波
・
高

潮
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
に

つ
い
て
、「
早
期
完
成
に
向
け
支

援
し
ま
す
。
知
恵
と
工
夫
を
活
か

し
防
災
と
地
域
振
興
を
融
合
さ
せ

た
取
組
へ
の
支
援
を
検
討
し
ま

す
。」
と
の
前
向
き
な
考
え
方
を

示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

国
や
県
も
財
政
難
の
折
、
要
望

ば
か
り
で
は
な
か
な
か
実
現
し
ま

せ
ん
。
地
域
が
ま
と
ま
り
熱
意
を

見
せ
な
が
ら
、
自
ら
の
地
道
な
努

力
や
工
夫
が
な
け
れ
ば
相
手
に
し

て
く
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
是
非
と
も
す
ば
ら
し
い
「
ふ

る
さ
と
」
づ
く
り
に
特
段
の
ご
尽

力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
事
業
を
積
極
的
に

展
開
し
て
い
く
た
め
、「
自
然
と

文
化
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
笑
顔
あ
ふ

れ
る
子
ど
も
の
ま
ち
」
に
ふ
さ
わ

し
い
子
育
て
応
援
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
そ
の
愛
称（
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
）

を
募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

ほ
ど
選
定
の
結
果
、
採
用
作
品
が

決
定
し
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む

中
、
家
庭
や
子
育
て
の
大
切
さ
を

考
え
、
誰
も
が
安
心
し
て
子
ど
も

を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
地

域
社
会
を
め
ざ
す
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
信
し
、
親
し
み
の
あ
る
子
育
て

応
援
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
の
た
め

に
公
募
し
ま
し
た
。

　

七
月
十
三
日
開
か
れ
た
選
定
委

員
会
（
谷
口
紘
也
委
員
長
、七
人
）

に
は
、子
育
て
中
の
母
親
や
高
校
、

中
学
校
の
生
徒
も
参
加
。
幅
広
い

世
代
の
目
か
ら
作
品
の
選
定
を
行

い
ま
し
た
。
選
ば
れ
た
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
愛
称
は
、
今
後
、
市
の
印

刷
物
や
封
筒
な
ど
に
掲
載
す
る
な

ど
幅
広
く
活
用
す
る
予
定
で
す
。

　

市
内
外
か
ら
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
百
十
九
点
、
愛
称
百
三
十

点
も
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
入

賞
作
品
は
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

【
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
】
採

用
作
品　

松
本
ひ
ろ
み
（
赤
穂

市
）、
佳
作　

前
田
亜あ

や

か

耶
華
（
福

良
）、
杜と

だ多
利
夫
（
神
戸
市
）

【
愛
称
】採
用
作
品　
「
ゆ
め
る
ん
」

柏か
し
わ
ゆ
う
り

侑
里
（
賀
集
）、
佳
作　

山
内

佳
代
（
市
）、
水
田
真
紀
（
八
木
）

▲中高生も入って真剣に選定する委員

子
育
て
応
援
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
誕
生

　

夏
本
番
の
季
節
を
向
か
え
マ
リ

ン
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
倭
文
中
学
校
の

プ
ー
ル
で
、
体
験
授
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
授
業
に
は
、
総
合
学
習
の

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
を

選
択
し
て
い
る
三
年
生
六
人
と
、

二
年
生
一
人
が
受
講
。

　

生
徒
は
市
教
育
委
員
会
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
の
も
と
、

六
月
十
五
日
に
カ
ヌ
ー
を
体
験
。

七
月
六
日
に
は
、
初
心
者
用
小
型

ヨ
ッ
ト
二
艇
を
浮
か
べ
、
帆
や
舵

の
操
作
を
体
験
。
最
後
に
は
上
手

に
風
を
と
ら
え
、
ス
ム
ー
ズ
に
進

み
、
水
上
を
走
る
快
感
に
浸
っ
て

い
ま
し
た
。

▲インストラクターの指導を受けなが
　らヨットの操作をする生徒

倭
文
中
学
校
で
ヨ
ッ
ト
・
カ
ヌ
ー
体
験

プ
ー
ル
で
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

愛
称
は
「
ゆ
め
る
ん
」
に

　

コ
ア
ラ
を
飼
育
し
て
い
る
全
国

の
動
物
園
関
係
者
と
大
学
研
究
者

ら
が
集
ま
り
、
情
報
交
換
を
行
う

「
第
二
十
四
回
コ
ア
ラ
会
議
」
が
、

七
月
四
日
と
五
日
、
サ
ン
ラ
イ
ズ

淡
路
な
ど
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
議
に
は
全
国
九
か
所
の
飼
育

施
設
の
う
ち
八
施
設
か
ら
約
三
十

人
が
参
加
。
世
界
の
珍
獣
と
い
わ

れ
て
久
し
い
コ
ア
ラ
は
、
ス
ト
レ

ス
に
弱
く
、
デ
リ
ケ
ー
ト
で
飼
育

が
難
し
い
動
物
で
す
。
各
施
設
で

も
高
齢
化
が
進
み
繁
殖
率
が
落
ち

て
い
ま
す
。

　

会
議
で
は
そ
の
現
状
を
踏
ま

え
、
飼
育
技
術
の
向
上
を
目
指
し

て
、
各
施
設
か
ら
具
体
例
を
挙
げ

て
研
究
成
果
を
報
告
。
ま
た
お
互

い
熱
心
に
意
見
を
交
わ
し
あ
っ
て

い
ま
し
た
。

　

現
在
、
全
国
で
六
十
三
頭
の
コ

ア
ラ
が
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
六

頭
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
で
飼
育

さ
れ
て
い
ま
す
。

▲コアラ飼育の研究発表をするイングランドの丘
　の小口さん

コ
ア
ラ
の
飼
育
技
術
向
上
へ
意
見
交
換

　

非
行
少
年
の
更
生
保
護
に
取
り

組
む
保
護
司
や
更
生
保
護
女
性

会
、Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
ら
で
組
織
す
る「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
南
あ
わ
じ

市
実
施
委
員
会
（
委
員
長
、
中
田

勝
久
市
長
）」
で
は
、
７
月
、
市

内
の
量
販
店
な
ど
で
非
行
防
止

を
呼
び
か
け
る
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
等

二
千
八
百
枚
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
法
務
省
が
提
唱

す
る
全
国
的
な
取
り
組
み
。
将
来

の
日
本
を
担
う
、
青
少
年
が
罪
を

犯
し
た
り
、
非
行
に
走
っ
た
り
し

な
い
よ
う
、「
社
会
全
体
で
青
少

年
を
温
か
く
育
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
警
察
署
に
よ
る
と
、

昨
年
南
あ
わ
じ
市
で
検
挙
・
補
導

さ
れ
た
少
年
は
五
十
四
人
で
、
前

年
に
比
べ
七
人
減
少
し
て
い
ま

す
。

　

関
係
者
か
ら
は
「
非
行
防
止
に

は
、
家
族
ま
た
は
友
人
、
地
域
の

隣
人
等
と
の
良
い
人
間
関
係
の
絆

を
築
く
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
呼

び
か
け
て
い
ま
し
た
。

▲量販店でチラシ等を配る委員

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を

全
国
コ
ア
ラ
会
議

神戸淡路鳴門自動車道利用促進・料金低減化を考える

第１回淡路島民フォーラム
　本四道路の利用料金低減化

を実現し、淡路の活性化に結

びつけようと、５月に「神戸

淡路鳴門自動車道利用促進淡

路島民会議」を結成し、国な

ど関係機関に対して要望活動

を展開しています。

　この運動の一環として、島民の意識啓発と更なる運動の盛り

上がりを図ることを目的に開催します。

◆日時　８月11日（土）13:30 ～ 16:30

◆場所　淡路市立しづかホール

◆内容　基調講演「世界の架橋と地域の発展」（講師：加藤惠正

　兵庫県立大学教授）、現状報告、基調提言、本四道路利用促進

　パネルディスカッションほか

◆主催　神戸淡路鳴門自動車道利用促進淡路島民会議

問市長公室☎ 43-5002、淡路広域行政事務組合☎ 24-4770

市民フォーラム 2007

少子対策・子育て支援
フォーラム

◆日時　９月８日（土）13:30 ～

◆場所　三原公民館　大ホール

◆内容　地域全体で結婚や子育てを支援す

るネットワークづくりをテーマに、基調

講演やパネルディスカッション。詳細は、

広報９月号でお知らせします。

問少子対策課☎44-3040

８月は道路ふれあい月間
　ポイ捨て・無断の張り紙・はみ出し看板
の設置など、道路を汚していませんか？
　道路はみんなのものです。正しく安全に
使用しましょう。

国土交通省・兵庫県・南あわじ市

▲ゆめるん




